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求める子どもの姿

閉じ込めた空気や水の様子について問題をもち、仲間と共に体積変化と圧し返す力とを関係

付けながら調べ、図や絵を用いて類推し、空気と水の性質について追究していく子ども

単 元 空気と水

１ 本単元と求める子どもの姿について

本学級の子どもたちは、第３学年「ものの重さと体積」において、体感をもとに比較する

ことをとおして、形が変わっても物の重さは変わらないことや、同じ体積でも物の重さに違

いがあることを学習してきた。このような子どもたちが、閉じ込めた空気や水に力を加えた

時の手ごたえをもとに、空気と水の性質について学んでいく。このことは、空気や水の体積

変化と圧し返す力とを関係付け、それらの性質についての見方や考え方を養うことにつなが

るであろう。

本単元は、子どもたちが、空気鉄砲遊びをとおして抱いた気付きや疑問をもとに、繰り返

し実験を行い、閉じ込めた空気や水の性質について追究していく学習である。この過程にお

いて、子ども自身が空気や水の体積変化と圧し返す力とを関係付けて表現したり、力を加え

た時の手ごたえをもとに空気と水の性質の違いを捉えたりできるようにしたい。しかし、子

ども一人ひとりが空気と水の性質について自分の考えを表現したり、違いを捉えたりするこ

とは容易ではない。なぜなら、空気や水が身近であるため、それらの存在を自覚し、性質を

追究していくことが難しいからである。また、力を加えた時の空気や水の現象について、目

には見えないため、表現しづらいからである。

そこで、以下のような支援を具体化し、本単元で求める子どもの姿の実現を図りたい。

○ 空気鉄砲遊びの中で生まれた気付きの違いや疑問の重なりが明らかになるよう類別して

板書することで、子どもたちの問題意識を高め、追究意欲につなげるようにする。

○ 空気や水に力を加えた時の様子を表現する際、図や絵を用いるよう促すことで、自分な

りの考えを明確にすることができるようにする。

○ 空気や水についての考えを交流する際、仲間と納得した空気と水に関する言葉を提示し

ておき、用いるよう促すことで、互いの考えを分かりやすくする。

○ 毎時間の最後に、空気や水について分かったことや更に調べたいことを観点として振り

返りをさせることで、次時への見通しをもつことができるようにする。

２ 目 標

○ 閉じ込めた空気や水に力を加え、それらの体積変化と圧し返す力とを関係付けながら調

べ、空気や水の性質についての考えをもつことができるようにする。

○ 力を加えた時に起こる空気や水の変化について調べたり、目には見えない空気や水の様

子についての考えを伝え合ったりしながら、仲間と共に空気や水の性質について追究して

いく楽しさを味わうことができるようにする。



３ 評価規準

関心・意欲・態度(関) 思考・表現(思) 技能(技) 知識・理解(知)

○閉じ込めた空気や水に ○閉じ込めた空気や水の ○容器を使って空気や水 ○閉じ込めた空気を圧す

力を加えた時の現象に 体積や圧し返す力の変 に加わる力の変化を調 と体積は小さくなり圧

興味・関心をもち、進 化によって起こる現象 べる実験をしている。 し返す力は大きくなる

んで空気や水の性質を と、それぞれの性質と ○空気や水の現象の変化 ことを理解している。

調べようとしている。 を、関係付けて表現し を調べ、その過程や結 ○水は圧し縮められない

ている。 果を記録している。 ことを理解している。

４ 指導計画 ２１Ｍ（７時間） が本時

学習活動 子どもの意識

第１次 空気鉄砲遊びをして、学習の見通しをもつ ６Ｍ(２時間)

学習内容 ・空気や水の性質について調べる意欲（関）

ッ筒の中が見えな ・空気鉄砲で遊ぶのだね。前玉と後玉をこめて後玉をおすのだね。前玉

い空気鉄砲で玉 がすごい勢いで飛んだよ。どうして玉が飛ぶのかなあ。筒の中はどう

を飛ばす (３ M) なっているのかな。透明の筒で試してみたいな。

ッ筒の中の空気に ・先生が透明の筒を用意してくれたよ。これなら筒の中の玉の様子が分

ついて疑問を出 かるね。Ａ君は後玉が当たって前玉が飛んでいくと言っていたな。後

し合い学習計画 玉が前玉に当たっていないのに、玉が飛び出したよ。筒の中の空気が

を立てる (３ M) 前玉を圧したのかな。閉じ込めた空気を圧して調べていこう。

第２次 閉じ込めた空気や水を圧し、その変化を調べる １２Ｍ(４時間)

学習内容 ・空気や水の体積や圧し返す力の変化とそれらの性質とを関係付けた考え（思）

・空気や水の加圧実験（技） ・加圧実験の予想や結果の記録（技）

ッ閉じ込めた空気 ・前玉を押さえて圧してみよう。注射器を使っても調べることができる

について調べる んだね。おし棒を圧すと、空気の体積が小さくなったね。圧すほど、

方法を考える だんだん力が強くなってきたよ。手を離すと戻ったよ。空気を縮める

(３ M) と、圧し返す力が強くなるのだね。

ッ閉じ込めた空気 ・圧し縮められた空気に力があるって不思議だな。この中で空気はどん

について調べる な様子なのだろう。空気の様子を図や絵を用いて表現するんだね。き

① (３ M) っと、空気の粒がぎゅっと近づいて集まっていると思うよ。

ッ閉じ込めた空気 ・この図のように空気の粒がぎゅうぎゅう詰めになっている感じだと思

について調べる う。小さい風船を入れて空気の様子を調べるのだね。風船がそのまま

② (３ M) 小さくなったよ。縮んだ空気が風船を圧して小さくさせたんだ。

ッ閉じ込めた水に ・今度は水を圧した時にどうなるのか調べるのだね。水は、形が変わる

ついて調べる から、少しは体積が小さくなるのではないかな。空気と同じように注

(３ M) 射器で実験してみよう。全然動かないよ。圧し返してくる手ごたえも

ないよ。水は空気とは違って、圧し縮められないのだね。

第３次 空気や水の性質についてまとめ、学習を振り返る ３Ｍ(１時間)

学習内容 ・空気や水の性質（知） ・空気や水の性質を使ったもの調べ（関）

ッ本単元で学んだ ・閉じ込めた空気を圧すと、体積が小さくなり、圧し返す力は大きくな

ことをまとめ、 るよ。空気鉄砲は、この性質を利用しているのか。空気は縮められる

学習を振り返る けど、水は縮められないことが分かったよ。このような性質がシャン

(３ M) プーの容器に生かされているのだね。自分でもっと見つけてみたいよ。



５ 本時案 【平成２４年５月８日 ９：３０～１０：１５ 理科室】

（１）ねらい 空気の様子について、図や絵を用いて類推したことをもとに話し合ったり、実

験したりすることをとおして、圧し縮められた空気についての考えを見直すこと

ができるようにする。

（２）学習過程


